
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 月 ばななぐみだより 

202２年 尚徳福祉会 末長こぐま保育園       

 すっかり暖かくなり、木々には青葉が茂っています。戸外に出ると様々な草

花を見ることができ、子どもたちの目も輝いています。心地良い気候の中で自

然散策をしたり体を動かしたりすることを楽しんでいきたいと思います。 

 連休明けは久しぶりの登園で不安になってしまう子もいると思いますが、一

人一人の思いを受け止めながら無理なく園生活を進めていけたらと思います。 

お友だち、どうしてる？ 

 保育者からの関わりだけでなく、子どもから子どもへの働きかけも増

えてきています。泣いているお友だちに「はい、どーじょ」と玩具を渡

す子、玩具の取り合いがあると「○○くんの～」と別の場所から玩具を

持ってきてくれる子、お友だちにそっと近づいて頭を撫でたり抱きしめ

たりする子。思いが通じずに「え～ん！」と泣き声を上げることもまだ

まだ多いのですが、そんなときには保育者が間に入って気持ちを受け止

め、代弁しています。そんなやり取りを経験していくことで、自分の思

いの伝え方を知っていってもらえたらな、と思います。今後も子ども同

士の関わりを大切にし、見守っていきます。 

【お願い】 

◎ペンや絵の具を使った遊び、園庭での泥遊び等を楽しんでいきたいと

思います。毎日汚れても良い服で登園してきてください。 

 

◎厚着をすると体温が上がってしまうことがあります。 

半袖の服をご用意ください。 

 

◎クラス前のホワイトボードにお知らせを掲示しています。 

送迎時に必ずご確認ください。 

クラスの様子 

 4 月から入園したお友だちも進級したお友だちも、新しい生活に慣れて

きています。登園時に涙を見せることもありますが、保育者に抱かれてい

るうちに落ち着き、自分からお部屋の玩具に手を伸ばして保育者の側を離

れ、遊び始めています。 

絵本や紙芝居が大好きな子ども達。言葉の繰り返しやリズム感のあるも

のが人気で、絵を見ながら「あ！」と声を上げて指差したり保育者の問い

掛けに答えたりしながら楽しんでいます。果物や乗り物など、身近なもの

が描かれた絵本を沢山読んで、子ども達が楽しんで発声する機会を増やし

ていきたいと思います。 

天気の良い日は屋外へ出ています。のびのびと身体を動かして探索を楽

しむ子ども達。プランターの花に興味を持ち、「優しく触ってね」と言うと

ツンツンと触ってニッコリ♪屋外ならではの楽しさを見つけています。 


